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映像・音声の使い方



映像の使い方①

【アクセス方法 その１】

映像ボタンからアクセスできる、単元単位の映像一覧から見たい映像を選んで再生できます。

ここを押すとリストが展開されます。



映像の使い方②

【アクセス方法 その２】

ツールバーの「音声、映像一覧」からも再生できます。

目的の単元を選ぶことで、単元単位の映像一覧ページに遷移します。



音声の使い方①

【アクセス方法 その１】

音声ボタンからその場で再生できます。音声の速さは５段階で変更できます。

ここを押すと再生
スピードが変えら
れます。



音声の使い方②

【アクセス方法 その２】

映像ボタンやツールバーからアクセスできる、単元単位の音声・映像一覧からも再生できます。

ここを押すと再生スピードが変えられます。

ここを押すとリストが展開されます。
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デジタル補充問題の使い方



デジタル補充問題の使い方①

ツールバーの「デジタル補充問題」を開き、目的の単元を選ぶことで、問題ページに遷移できます。

ステップとリトライは同じ範
囲の問題で、ステップでで
きなかった範囲はリトライ
で再度確認できます。



デジタル補充問題の使い方②

解答が全て終わったら、「採点」より正誤判定を行います。

採点結果が正しいかを確認し、問題がなければ「判定」を行い、合否判定を行います。

の部分や採点が誤っている部分は、採点結果を変更してください。

合格だと次のステップに、不合格
だとリトライに進みます。

解答が表示されます。



デジタル補充問題の使い方③

実施した結果は、「成績」より確認できます。
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学習記録の入力・確認の仕方（生徒）



学習記録の入力（生徒）

①学習記録をしたいページを開き、ツールバーの「学習記録（入力）」を押します。

②イラストの先生の指示に従って、正解した問題数を入力し、「更新」ボタンをタップします。

③学習日が自動で
記録されます。

※学習日を変更す
る場合は で変
更できます。



学習記録の確認①（生徒）

【アクセス方法 その１】

本棚にある本冊のKK-BOOKの「詳細」を開き、「学習記録一覧」から確認できます。



学習記録の確認②（生徒）

【アクセス方法 その２】

ツールバーから学習記録入力画面にアクセスし、「学習記録一覧」からも確認できます。



学習の足あと（生徒）

学習の足あとには、今まで解いてきた問題数と正解した問題数が表示されます。

また、解いた問題数に応じてパネルがはがれ、徐々にイラストが見えていきます。

学習を継続してイラストを完成させましょう。
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学習記録閲覧の仕方（先生）

先生と生徒のKK-BOOKに塾・学校情報を連携すると、

先生のKK-BOOKから、生徒が学習した学習記録を確認することができるようになります。

⇒連携については、「KK-BOOK ユーザー管理システムの始め方」をご確認ください。



生徒の学習記録を閲覧する①（先生）

【教材の指定 アクセス方法 その１】

本棚カテゴリーの「学習記録閲覧（教材検索）」から学習記録を閲覧したい教材を指定します。

※先生の本棚にない教材も指定できます。

連携が完了した先生の本棚
にのみ表示されます。



生徒の学習記録を閲覧する②（先生）

【教材の指定 アクセス方法 その２】

本棚から学習記録を閲覧したい教材の「詳細」を開き、「学習記録閲覧」からも指定できます。

※先生の本棚にない教材は指定できません。

連携が完了した先生の本棚
にのみ表示されます。



生徒の学習記録を閲覧する③（先生）

教材を指定した後は、

・閲覧したい単元の指定

・閲覧したい生徒の指定

を行います。

生徒の絞り込みができます。

＋を押すとより細かい
内容から選択できます。



詳しい正答数、理解度を確認したい場
合は、各生徒の学習記録を確認しに行
くことができます。

※一覧表での閲覧は「単元単位」

生徒単位での閲覧は「コーナー単位」

となっています。

生徒の学習記録一覧の確認（先生）④

選択した単元の正答数、理解度(正答率)、学習日の結果が一覧表で確認できます。

csv出力でデータ化できます。

未学習であることが分かります。
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解答入り紙面の使い方

※「解答・解説あり」で教材登録をしている場合のみ使用できます。



解答入り紙面の使い方

「解答・解説あり」のKK-BOOKでは、次の単位で解答の表示／非表示を切り替えできます。

① ページ単位（ページALLボタン） ② 大問単位（ALLボタン） ③ 問題単位（解答欄の中央付近）

①

②
③

①，②，③の単位で
それぞれ表示の
切り替えが可能
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解答解説の使い方

※「解答・解説あり」で教材登録をしている場合のみ使用できます。



解答解説の使い方①

【アクセス方法 その１】

本棚の解答解説のKK-BOOKから解答と解説を確認することができます。



解答解説の使い方②

【アクセス方法 その２】

本冊のKK-BOOKの問題ページのツールバーの「解答解説」から解答と解説を確認することができます。

この場合、問題の当該ページに関連した解答と解説のページに遷移します。



解答解説の使い方③

解答解説はツールバーの印刷ボタンから印刷が可能です。（PC版のみ）

PCとプリンタの印刷、接続設定はお客様自身でお願いいたします。
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カラー資料集の使い方

※理科・社会にのみ付属します。



カラー資料集の使い方①

【アクセス方法 その１】

本棚のカラー資料集のKK-BOOKから利用することができます。



カラー資料集の使い方②

【アクセス方法 その２】

本冊のKK-BOOKのツールバーから、カラー資料集を利用することができます。
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